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     令和 4 年度 自己評価（職員による学校評価 集計結果） 
 

  

先日実施した自己評価のへの御協力頂きまして、ありがとうございました。皆様の貴重な

ご意見を受け止めて、子ども達のためにより充実した教育活動を目指したいと考えておりま

す。これからもどうぞよろしくお願い致します。 
 

 

☆回答者 8名対象 （全）… 全職員回答  （教）… 教員回答 

 

大変良い A  まあまあ良い B  普通 C  あまり良くない D  悪い E 
 

 

 

1．（全）教育目標は達成していると思いますか？ 
    A…1  B…5  C…2  D…0  E…0 
    

2.（教）クラスの年間目標について 
    A…0  B…2  C…1  D…0  E…0 
 

3.（教）保育内容について（計画、実践、反省）  
    A…1  B…1  C…2  D…0  E…0 
 

4.（教）職員会議の内容について  
    A…1  B…3  C…0  D…0  E…0      
 

5.（教）研修について（遊具、教材等の研修を含む） 
     A…0  B…2  C…2  D…0  E…0 

      

6.（全）安全・衛生面での対応について（環境整備を含む）  
    A…4  B…4  C…0  D…0  E…0 
 

7.（全）園だより、お知らせ等は充実していると思うか。  
    A…4  B…4  C…0  D…0  E…0 
 

8.（全）職員間の連携について  
    A…2  B…4  C…2  D…0  E…0 

 

9.（全）保護者とのかかわりについて 
    A…1  B…6  C…1  D…0  E…0 

10.（全）経営陣について（リーダーシップ等） 
    A…3  B…3  C…2  D…0  E…0 



 

11.（教）地域とのかかわりについて（子育て支援、学童保育等） 

   A…2  B…0  C…2  D…0  E…0 

 

12.（全）担当する職務について 

   A…3  B…4  C…1  D…0  E…0 

 

 

 

＜設問 1について＞ 
 ・Bと回答 

  「主体性」… 受け身の子が多いように感じる。保育者が促したり、アドバイスをする

ことでアイディアが出てくる子も多いので、普段から自分で考えようと

する保育・声掛けが大切だと感じる。 

 ・Cと回答 

  運動あそびを 1年通して継続することができなかった。興味が持てるようにするための 

工夫が不足していたと思う。 

 ・Bと回答 

  元気な子ではあるが元気に挨拶をしてほしいと感じることがあった。 

 ・Cと回答 

  大きなけがや病気もせず元気に過ごしていると思う。ただ考える前に大人に答えを求め

ることが多いように感じる。自分を主張することはできるものの、主体性には欠けると

感じることがあった。 

 ・Bと回答 

  保育者側から挨拶をすると返してくれるが、自分から進んで挨拶することはできないよ

うに感じる。こちらから話しかけると固まって反応できないことがある。 

 

＜設問 2について＞ 
 ・Bと回答 ※12月までは Aと回答 

  年間目標に向けて進めてきたが、3学期から途中入園児の数が既存の子の人数を上回り 

そちらの子を中心に内容を変える必要があった。その為年間目標を改める必要が生じた。 

・A～Eでの回答はなし 

私も以前指摘を受けたことがあるが、園児の呼び方について気になるときがあった。 

 ・Cと回答 

  主体的に考えたり、活動するということが少し苦手なクラスではあったが、みんなで決

めたことに対しては自分たちで役割を決めて取り組むことができるようになったので、

様々な経験をできるようにしたことは良かったと思う。集団遊びや仲間意識をもっと深

めることができるような活動が不足していた。 

 ・Bと回答 

  1年間を通して季節ごとの過ごし方を伝え、必要な生活習慣は身に付いた。個の主張が強

いクラスだったが、行事などを通して仲間意識を強くもてるようになった。「言葉で表現

する」という点についてはもう少し指導が必要だった。 

 

 

＜設問 3について＞ 

 ・Aと回答 



  子ども達が主体的に考え行動できるために事前準備、園外保育先の現地調査等をしっか

り行ったうえで、子ども達にのびのびと活動できる場を提供した。練習が必要な課題も

無理なく取り組むことができた。途中入園児が園生活のルールを覚えるにあたり、個別

対応に時間がとられる場面が多くあったので、安心して園生活を送ってもらうためにも

早めに支援を求めた方がよかったのかもと思った。 

 ・Cと回答 

  プチひまわりでは簡単ではあるが計画をたてて、子ども達の反応を見ながら実施するこ

とができた。 

 ・Cと回答 

  行事前になると行事中心の動きになってしまい、普段の計画がおろそかなることが多か

った。行事があるなしに関係なく計画的に保育できるようにしていきたい。 

 ・Bと回答 

  子ども達に体験してほしいこと、身に付けてほしいことを考え、ほぼ計画通りに活動す

ることができた。食育についての内容を充実させたかったが、少し時間と準備が足りな

かった。 

 

＜設問 4について＞ 
 ・Bと回答 

  もう少し効率的に進められればと思う。 

 ・Bと回答 

  充実した内容ではあった。会議を欠席した場合後日会議録を確認するが、会議録だけで

は伝わらない内容があり対応に困ることがあった。 

 ・Aと回答 

  職員会議だけで不十分なところも別日に話し合う機会を持つなど十分理解が統一されて

いると思う。 

 ・Bと回答 

  行事の反省があるときは事前に用意できていれば会議がスムーズに進められると思って

いたが、事前の用意ができなかった。 

 

＜設問 5について＞ 

 ・Cと回答 

  遊具や玩具についてすぐ実践でき、子ども達と遊ぶことができるような研修は積極的に

受けていきたい。その点において 8月 31日の研修はとても有意義なものであった。 

 ・Bと回答 

  コロナ禍でオンライン研修が多かったが、感染症対策関係なしに内容によっては今後も

オンライン研修がよいと思った。 

 ・Bと回答 

  どの研修も新しい考え方や発見があり、充実した時間だった。 

 

＜設問 6について＞ 

 ・Aと回答 

  3月にアルコール消毒噴霧器を導入したことで、消毒作業が楽になった。 

 ・Aと回答 

  毎日の消毒作業や換気を徹底していたり、感染状況に配慮しながら行事を行っていたこ

とはとてもよかった。 

 ・Aと回答 

  衛生に関することについては特に十分留意し、消毒作業もこまめに行われている。行事



等での取り組み方もよかったと思う。 

  室内遊具の鉄棒等もペンキが新しく塗られ清潔感は改善されたと思う。 

 ・Bと回答 

  コロナ対策もしっかりできていた。1 人の子から感染が広がってしまったことを考える

と対応に関して慣れがあったり、十分ではなかったのだと反省する点ではある。 

 ・Bと回答 

  食材等についてもしっかり管理することができた。 

 

＜設問 7について＞ 
 ・Bと回答 

  必要な時期に必要な内容を配布していたと思う。クラスだよりの発行について内容確認

や誤字・脱字のチェック等の確認に要する大変さやそれらに費やす時間や手間がかかっ

ていて検討が必要だと感じた。 

 ・Aと回答 

  園だより、保健ニュース等その都度必要に応じて配布できていた。 

 ・Aと回答 

  クラスだよりは事前に準備して確認してもらえるようにします。 

 ・Bと回答 

  行事後のお手紙では言葉を選び、丁寧だと感じた。 

 

＜設問 8について＞ 
 ・Bと回答 

  兄妹間の連絡がスムーズにできないことがあった。必要事項が伝わらないことがあった。 

 ・Cと回答 

  自分にできる部分ではサポートしたつもりです。全体の連携や雰囲気づくりに関しては

一人ひとりの意識が大切だと感じます。 

 ・Bと回答 

  ホワイトボード等でお知らせや注意事項等を職員全員に伝えることができていた。 

 ・Cと回答 

  年長組の担当をしていると行事での役割が多く負担を感じることが多かった。頼み事を

しづらいと感じてしまうことがあった。 

 ・Bと回答 

  なるべく自分が聞いて他の職員も知っておいた方がいい内容については伝えるようにし

た。 

 ・Bと回答 

  以前より連絡事項が伝わり、確認がとりやすくなった。 

 

＜設問 9について＞ 
 ・Bと回答 

  途中入園児の保護者とは特に連絡を取り合う必要が多く求められた。 

 ・Bと回答 

  問題はなかったと思う。年齢にもよるが降園時に子ども達自身で支度ができればいいと 

思います。 

 ・Bと回答 

  なかなか保護者と関わることは少ないが、朝電話対応等で出迎えの先生がいなかった時

代わりに出迎え、その子と関わった時の話をしたりしてコミュニケーションをとること

ができた。 



 ・Bと回答 

  それぞれの保護者に合わせた対応はできていたと思う。 

 ・Cと回答 

  コロナ禍で行事が縮小され、園児やその保護者と関わることがほとんどなくなってしま

った。 

 

＜設問 10について＞ 
 ・Aと回答 

  急な休みにも対応してくれて助かりました。 

 ・Aと回答 

  自分が気づくことができないところやわからず質問したところなど丁寧に教えてくれて

助かります。 

  

＜設問 11について＞ 
 ・Cと回答 

  コロナ禍でほとんどできずに終わった。次年度は感染症に対する対応が変わるので、深

めることができたらと思う。その中でもパン屋（コネル）との協力は大きかった。 

 ・Cと回答 

  コロナ禍で難しかった。園外保育等の際にはプチひまわりの広告を持って行って、いつ

でも対応できるようにしたい。 

 ・Ａと回答 

  コロナ禍でもできる範囲で行うことができていたと思う。 

 

＜設問 12について＞ 
 ・Aと回答 

  教材担当 … 予算内で間に合わせることができた。 

  園務日誌 … 来園者が来たかどうかの確認が難しかった。 

 ・Bと回答 

  写真担当 … いつどのクラスが写真を撮ったのかをすべて把握することはできないので、

自分で撮った写真は各自がクラスのフォルダに入れるようにすればよいの

ではないか。 

 ・Aと回答 

配布物、印刷担当 … 配布物が多い時、折るのを園長先生や佐藤先生に手伝って頂き助

かりました。 

 ・Cと回答 

食育担当 … 行事の準備と給食の献立・メニューの作成が困難な時もあった。自分の担 

当としてやるべきとは思うが、クラス運営との両立が厳しいと感じること

があった。代わりに作成してもらえた時はとても助かった。 

 ・Bと回答 

  ベルマーク担当 … 職員室にベルマーク入れを置くなど工夫をした。 

           行事予定にベルマーク回収日を書き忘れることがあった。 
   

 

ご意見ありがとうございました。お気づきの事がありましたら、いつでもお知らせ

下さい。真摯に受け止め、今後に活かしていきたいと思います。 


